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	 沖縄県は、我が国の最西南端にあって、亜熱帯

地域に位置し、東西約 1,000km、南北約 400km に及

ぶ広大な海域に沖縄本島、宮古島、石垣島、西表島

を中心として大小 160 の島々が点在し、そのうち

49 島に約 145 万人（平成 28 年国勢調査）が生活

を営んでいる典型的な離島県である。	

	 古くから、人々の移動や物資の輸送は海運に依

存するところが極めて大きく、島の生活にとって

港湾の果たす役割は重要であった。近年において

も、人流、物流の増大に対応した輸送機能の確保

はもちろんのこと、産業振興や観光・リゾートへ

の対応等の地域開発、海洋性レクリエーションや

親水空間の確保、環境の保全・創造や自然災害へ

の備えなど様々な面で港湾への要請が高まってい

る。	

	 現在、沖縄県には重要港湾 6 港、地方港湾 35 港

（うち避難港 2 港）合わせて 41 港の港湾がある。	

	 地域別には、沖縄本島中南部地域 4 港、沖縄本

島北部地域 5 港、沖縄本島北部離島地域 6 港、沖

縄本島南部離島地域 9 港、宮古地域 5 港、八重山

地域 12 港となっている。	

	 重要港湾は、沖縄本島に 4 港（那覇港、運天港、

金武湾港、中城湾港）、宮古地域に 1 港（平良港）、

八重山地域に 1 港（石垣港）が配置され、那覇港

を中心として、各地域の拠点港湾としての役割を

果たしている。	

	 これら港湾の概要及び配置は以下のとおりであ

る。	

	

	

	

表 1-1	 港湾の概要	

港湾名 管理者 所　在　地 面積(ha) 設立年月日 港湾名 管理者 所　在　地 面積(ha) 設立年月日

か ね ぐ す く

兼 城
な は あ ぐ に

那 覇 粟 国
う ん て ん と か し き

運 天 渡 嘉 敷
ひ ら ら ざ ま み

平 良 座 間 味
い し が き げ る ま

石 垣 慶 留 間
きただいとう

き ん わ ん 北 大 東

南 大 東

な が や ま

長 山
た ら ま

多 良 間
み ん な

水 納
たけとみひがし

竹 富 東
ま え ど ま り こ は ま

前 泊 小 浜
の ほ く ろ し ま

野 甫 黒 島
な か だ か み ち

仲 田 上 地
う ち は な は と ま

内 花 鳩 間
おく ふ な う ら

奥 船 浦
し お や そ な い

塩 屋 租 納
こ う り し ら は ま

古 宇 利 白 浜
い え な か ま

伊 江 仲 間
み ん な そ な い

水 納 祖 納
も と ぶ

本 部
ぎ の わ ん あ ご の う ら

宜 野 湾 安護の浦
と く じ ん ふ な う き

徳 仁 船 浮

3

2 沖	縄	県 	1,483			
〃

(〃)

昭和47年5月15日

名護市・今帰仁村

◎	重	要	港	湾 13 沖縄県 久 米 島 町 201

1
那	覇	港

管理組合
那覇市・浦添市 	3,400			

昭和47年5月15日

(重要港湾指定S47.5.15)
14 〃

〃

17 〃

〃宜野座村・金武町

うるま市・沖縄市

4 石	垣	市 石 垣 市 	1,630			
〃

(〃)

18

粟 国 村

16 〃 座 間 味 村宮古島市 宮 古 島 市 	1,493			
〃

(〃)

15 〃 渡 嘉 敷 村

〃

(H12.4.1港湾統合)

来間・前浜

くりま・まえはま

〃

(H12.4.1港湾統合)

	19 〃

	88

	42 〃

〃 	34 〃

				84			

〃

5 沖	縄	県 19,482			
〃

(重要港湾指定S49.4.23)

北 大 東 村

〃

(H19.4.1港湾統合)

うるま市 19 〃 南 大 東 村

〃 		2,237			 〃

			198			 昭和47年5月15日宮 古 島 市

金 武 湾

なかぐすくわん

〃 				42			

西原町・南城市
中 城 湾

〃北中城村・中城村

みなみだいとう
				95			

20

昭和47年5月15日

6 〃 23,958			
〃

(〃)

23 〃

22 〃 多 良 間 村 				479.93	

21

与那原町

竹 富 町 			358			 〃○	地	方	港	湾 24 〃

〃伊 平 屋 村 			247			 昭和47年5月15日 251 沖縄県

〃 			207.5	 〃

			440			 〃

2 〃 〃 37 〃 26 〃

〃

〃伊 是 名 村 			188			 〃 273 〃

〃 				17			 〃

				50			 〃

4 〃 〃 				67			 平成元年1月17日 28 〃

〃

国 頭 村 				73			 昭和53年9月1日 295 〃

				32			 〃

			912.5	 〃

6 〃 大 宜 味 村 			159			 昭和47年5月15日 30 〃

〃 〃

〃 317 〃

〃

			374			 〃

8 〃 伊 江 村 	52 〃 32 〃

〃 〃今 帰 仁 村 			44.4	

〃

〃 			412.5	 〃

△	地	方	港	湾	(	避	難	港	)

				89			 〃

10 〃 〃 	1,302.20
〃

(H18.7.24港湾統合)

〃 与 那 国 町本 部 町 				41.62 〃 339

座 間 味 村宜 野 湾 市 				58.2	 昭和59年3月9日 3411 〃

竹 富 町 		1,150			 〃

			813			 平成47年5月15日

12 〃 南 城 市 				35			 昭和47年5月15日 35 〃

沖縄県
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１）港湾取扱貨物量 

 沖縄県の港湾取扱貨物量は、港湾取扱貨物量

の推移（公専別）に示すように、平成 28 年実

績で約 2,822 万トンであり、公共取扱貨物量が

約 2,021 万トン、専用取扱貨物量が約 802 万ト

ンとなっている。 

 平成 28 年は前年と比較して落ち込みが見え

るが、これは専用貨物のほとんどを占める原油、

石油製品の動向によるものであり、公共取扱貨

物量は概ね順調に推移している。  

出入別では、港湾取扱貨物量の推移（出入別）

に示すように、若干の増減を繰り返しながら推

移しており、平成 28 年実績では、輸移入が約

1,791 万トン、輸移出が約 1,031 万トンとなっ

ている。 

また、那覇港におけるコンテナ取扱貨物量

は、着実に増加傾向を示している。 

 港湾取扱貨物の内訳は、品種別港湾取扱貨物

量に示すように、輸移出においては、フェリー、

鉱産品、金属機械工業品（その他輸送機械）、

が大半を占め、輸移入においては、鉱産品（砂

利・砂）、化学工業品（石油製品、窯業品）、

フェリーが大半を占めている。 

 港湾別では、専用貨物を多く取り扱う金武湾

港・中城湾港で大きな増減が見られる。 

 平成28年の実績は、那覇港約1,157万トン、

運天港約 59 万トン、平良港約 77万トン、石垣

港約 108 万トン、金武湾港約 606 万トン、中城

湾港約 268 万トンとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.港湾利用の概況 

港湾取扱量の推移(公専別)

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

公共輸移出 6,502 5,969 6,722 7,730 7,442 6,985 6,749 6,824 6,421 6,833 7,537 8,109 8,603

公共輸移入 12,500 11,861 11,743 12,061 11,730 12,212 11,670 11,680 11,303 11,789 12,351 11,742 11,602

専用輸移出 2,076 1,985 1,711 1,542 1,922 2,034 2,491 2,376 2,948 2,831 2,473 2,733 1,708

専用輸移入 6,851 6,663 6,832 6,304 6,901 6,739 6,788 7,474 8,083 6,789 7,294 7,449 6,308

合計 27,929 26,478 27,008 27,637 27,995 27,970 27,698 28,354 28,755 28,242 29,655 30,033 28,221

※（参考）港湾統計の値 27637 27995 27680 27389 28001 29287 28246 29659 30030 28223

誤差（%） 0.00 0.00 1.04 1.12 1.24 -1.85 -0.01 -0.01 0.01 -0.01

7,730 7,442 6,985 6,749 6,824 6,421 6,833 7,537 8,109 8,603 

12,061 11,730 12,212 11,670 11,680 11,303 11,789 
12,351 11,742 11,602 

1,542 1,922 2,034 2,491 2,376 2,948 2,831 
2,473 2,733 1,708 

6,304 6,901 6,739 6,788 7,474 8,083 6,789 
7,294 7,449 

6,308 

27,637 27,995 27,970 27,698 28,354 28,755 28,242 
29,655 30,033 

28,221 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

港湾取扱貨物量の推移（公専別）

公共輸移出 公共輸移入 専用輸移出 専用輸移入 合計

資料：「港湾統計」

（千ト

ン）

港湾取扱量の推移(出入別) 27,772,933 27,010,166 27,637,034 27,994,985 27,973,525 27,703,545 28,357,756 28,758,703 28,246,297 29,658,644

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

沖縄輸移出 8,577,576 9,060,448 8,434,255 9,272,088 9,364,088 9,020,450 9,242,580 9,202,625 9,371,185 9,666,184 10,011,580 10,839,072 10,311,498

沖縄輸移入 19,350,715 18,712,485 18,575,911 18,364,946 18,630,897 18,953,075 18,460,965 19,155,131 19,387,518 18,580,113 19,647,064 19,190,994 17,911,887

全国 3,167,860,000 3,169,073,000 3,199,276,000 3,215,326,000 3,145,777,000 2,636,328,000 2,807,248,000 2,783,949,000 2,851,753,000 2,900,134,000 2,880,597,000 2,780,325,343 2,753,551,803

27,928,291 27,772,933 27,010,166 27,637,034 27,994,985 2,664,301,525 2,834,951,545 2,812,306,756 2,880,511,703 2,928,380,297 2,910,255,644 2,810,355,409 2,781,775,188

出典：http://www.mlit.go.jp/k-toukei/search/excelhtml/01/01201400xc0000.html

  ３－１　海上出入貨物量の推移

H28.9.20更新

9,272 9,364 9,020 9,243 9,203 9,371 9,666 10,012 10,839 10,311 

18,365 18,631 18,953 18,461 19,155 19,388 18,580 19,647 19,191 
17,912 
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沖縄輸移出 沖縄輸移入 全国
全国：

（百万トン）

資料：「港湾統計」

沖縄：

（千トン）

コンテナ取扱貨物量の推移(那覇港)

H16 H17 H18 H19 H20

外貿 1,134 1,025 1,030 1,024 1,015

内貿 2,549 2,230 2,232 2,318 2,288

1,024 1,015 1,048 1,058 1,121 1,107 1,100 1,083 1,032 1,025 
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資料：「湊湾統計」

（千トン）
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２）旅客定期航路

沖縄県の旅客定期航路は、全部で 航路開設（平

成 年現在）されており、その内訳は本土航路が

航路、離島航路が 航路となっている。

船舶旅客輸送の実績は、船舶旅客数の推移に示

すように、平成 年は約 万人であり、その内

訳は、本土航路が約 万人、離島航路が約 万

人である。

本土航路は、那覇港を拠点として、東京、神戸、

大阪及び鹿児島と結ばれており、そのほとんどは

フェリー、 化されている。

離島航路は、沖縄本島北部離島、沖縄本島中部

離島、沖縄本島南部離島、宮古諸島、八重山諸島

の つに大別できる。

それぞれの拠点港は、沖縄本島北部離島は運天

港・本部港、沖縄本島中部離島は平敷屋漁港、沖

縄本島南部離島は那覇港、宮古諸島は平良港、八

重山諸島は石垣港となっている。

３）クルーズ船の寄港

近年、アジアのクルーズ船の市場が拡大により、

沖縄へのクルーズ船の寄港回数も増加している。

クルーズ船の寄港回数については、平成 年以

降急速な増加が続いており、平成 年の実績は

回であった。

那覇港
34.8%

運天港
2.0%平良港

7.9%石垣港
3.1%

金武湾港
18.9%

中城湾港
16.8%

その他（地方港湾）
16.4%

港湾別港湾取扱貨物量 （平成 年）

資料：「港湾統計」

総計 千トン （平成 年）
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2, 3359265,620
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金武湾港 中城湾港 その他(地方港湾)

資料：「港湾統計」

（千トン）
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資料：「運輸要覧（平成 年、平成 年 」

（千人）

4,003 4,037 4,113 4,168 3,935 3,872

3,660

3,931
4,199

3,791

4,422

港湾別港湾取扱貨物量（平成 年）

資料：「港湾統計」

資料：「港湾統計」

港湾別港湾取扱貨物量の推移

資料：「運輸要覧（平成 年 月）」

船舶旅客数の推移（旅客定期）
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１）自 然 

 沖縄県は、およそ北緯 24 度～28 度、東経 122

度～131 度までの南西諸島の南半分に位置し、東

西約 1,000km、南北約 400km に及ぶ広大な海域に

散在する 4つの島嶼群（沖縄諸島、先島諸島、尖

閣諸島、大東諸島）で構成されている。 

 県土の総面積は約 2,281km2（国土交通省国土地

理院：平成 27 年）、国土総面積（約 377,970km2）

の約 0.6％で、全国第 44 位である。 

 地形は、高い山が石垣島の於茂登岳（526ｍ）

や沖縄本島北部の与那覇岳（503ｍ）等しかなく、

低山地の小起伏山地で面積も小さい。沖積低地も

発達しておらず、丘陵地や台地・段丘が県土の大

部分を占めている。また、すべての島々の周囲に

はサンゴ礁が発達している。 

 気候は、亜熱帯海洋性気候である。気温は年平

均 23.1℃と年間を通じて温暖であり、年平均降

水量は約 2,040mm で、全国的にも比較的雨量の多

い地域である。また、沖縄は台風の常襲地帯であ

り、特に 7月から 9月までにその大半が集中して

いる。 

 
資料：「気象庁 HP」 

月別平均気温と月別降雨量 

 

２）人 口 

 沖縄県の総人口は平成 27 年 10 月 1 日現在、

1,434 千人（男 704 千人、女 730 千人）で平成 22

年国勢調査に比べ約 4万人の増加となっている。 

 地域別人口は、北部地域（北部離島を含む）

129,046人（全体の9.0％）、本島中部地域620,571

人（同 43.3％）、那覇市 319,449 人（同 22.3％）、

那覇市を除く本島南部地域 246,722（同 17.2％）、

南部離島地域 12,460 人（同 1.1％）、宮古地域

52,392 人（同 3.7％）、八重山地域 53,498 人（同

3.7％）となっており、県土面積の約 21％を占め

る本島中南部地域に人口の 82.8％が集中してい

る。 

 

 

資料：「国勢調査（平成 27 年）」 

沖縄県人口の推移 

 

  資料：「国勢調査（平成 27 年）」 

地域別人口（平成 27 年） 
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4.地域の概況 

図 1-2 沖縄県圏域図 
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Ⅱ  各湾の状況Ⅱ  各湾の状況
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 人口密度は、県平均 628.7 人/km2で全国平均の

340.8 人/km2（平成 27年）を大きく上回り、特に

那覇市をはじめとする本島中南部地域の人口集

中度が高くなっている。 

 

資料：「国勢調査（平成 27 年）」 

地域別人口密度（平成 27 年） 

 

３）産 業 

 沖縄県の産業構造の特徴は、第 3次産業と建設

業の比重が相対的に高く、反面、製造業の比重が

低いということである。 

 県内総生産の構造（品目）の推移をみると、平

成 25 年は、第 1 次産業及び第 2 次産業の割合が

ほぼ横ばいで、合わせて 15.4％である。第 3 次

産業は若干減少傾向にあるが、84.4％と全産業に

対して大部分を占めている。 

 次に、産業構造を全国値と比較すると、第 1次

産業は本県がわずかに 0.3 ポイント高く、第 2次

産業は逆に 10.5 ポイント低い状況である。特に、

第 2 次産業の製造業においては、全国値 18.4％

に対し、本県は4.2％と極めて少ない状況である。

一方、第3次産業は本県が10.8ポイント上回り、

かなり多い状況にある。特に、サービス業及び政

府サービス業については、それぞれの全国値

19.7％及び 9.0％に対し、26.5％及び 16.0％を示

し、全国の産業構造と相当異なっている。 

 

 

資料：「経済情勢（平成 27 年版）」 

県内総生産の構造（名目）の推移 

 

資料：「経済情勢（平成 27 年版）」 

    県内総生産と全国値比較（H25：産業別） 

  

 

資料：「経済情勢（平成 27 年版）」 

県内総生産構造と全国値比較（H25：業種別）  

 

４）観 光 

 沖縄県は、亜熱帯海洋性気候風土のもと、恵ま

れた自然環境、独特の文化遺産など魅力的な観

光・リゾート資源を有しており、観光・リゾート

の場として高く評価されている。 

入域観光客数は増加傾向にあり、平成 28 年度

の実績は 876 万人で、平成 25 年度から 4 年連続

で過去最高記録を更新している。 

観光収入も入域観光客数同様、増加傾向にあ

り、平成 28 年度の実績は過去最高の約 6,603 億

円であった。 

このような入域観光客及び観光収入増加の要

因の一つとして、クルーズ船による外国人旅行客

の増加があげられる。 

 

資料：「沖縄県統計資料」 

入域観光客及び観光収入の推移 
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別添エクセルへ差し替え 

年度 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

入域観光客 337.5 351.0 394.1 421.7 462.7 449.7 447.3 489.92 512.97 517.16 557.15 570.51 589.23 593.43 569.00 570.53 552.80 592.47 658.03 716.99 793.63 876.92 出典 http://www.pref.okinawa.jp/site/bunka-sports/kankoseisaku/kikaku/report/youran/h26kankoyouran.html

観光収入 2,875.1 3,032.6 3,369.5 3,526.6 3,807.4 3,791.6 3389.92 3466.32 3754.15 3631.52 3983.67 4104.08 4239.84 4364.62 3904.32 4070.16 3734.64 3905.55 4339.45 5169.36 6022.14 6602.94 http://www.pref.okinawa.jp/toukeika/yearbook/58/yearbook58_5.html#22
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資料：「沖縄県統計資料」

（万人）
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